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多賀城市上水道部広報紙

応急給水訓練に参加しました
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平成29年度多賀城市水道事業会計決算のあらまし
多賀城市水道施設整備計画を策定しました 
上水道部の取り組み紹介 
水道管の凍結に注意しましょう/引越しをされるお客様へ
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●主な内容●

●表紙の写真●

水道

　平成30年７月27日（金）、石巻市で行われた「日本水道協会東北地方支部
平成30年度合同訓練」の応急給水訓練に参加しました。



多賀城市水道事業会計決算のあらまし多賀城市水道事業会計決算のあらまし平成29年度平成29年度

　私たちの生活に欠かせない水道水をご家庭にお届けする水道事業は運営に必要な費用のほとんどを
お客様からいただいた水道料金収入で賄っています。このような経営の原則を「独立採算制」と言い
ます。
　平成30年多賀城市議会第３回定例会において、平成29年度水道事業会計決算が認定されましたので、
その内容についてお知らせいたします。

管理課総務企画係　内線762 ～ 765

　水道水をご家庭や事務所などに供給するための収
支を表したものです。宮城県と仙台市から水を購入
するための受水費や減価償却費、運営管理にかかる
費用などが含まれています。

水道水を供給するための収益と費用
（収益的収支）

　老朽管の更新、耐震化を進めるための費用や、水
道施設の整備をするための収支を表したものです。
　収入については、借入金や国からの補助金など
で、支出に対する不足額は、これまで積み立てた剰
余金などで補います。

水道施設を整備するための収入と支出
（資本的収支）

収益
※消費税及び地方消費税抜き

17億1,853万円
費用
16億2,084万円

収入
1億8,815万円

支出
6億2,808万円

受水費
6億8,168万円 借入金の返済

3億3,625万円

減価償却費
3億2,992万円

借入金の支払利息
6,187万円

純利益

多賀城市水道事業の業務量比較

項　　目

55,968

23,965

5,813,429

15,927

5,552,458

208.5

平成29年度実績 内　　容

9,769万円

運営管理に
かかる費用
5億4,737万円

水道管や施設の
整備費用
2億9,183万円

水道料金
15億3,600万円

水道加入金など
1億8,253万円

補助金(※)
6,815万円

借入金
1億2,000万円

収入が不足する額
4億3,993万円

※（内訳）
工事負担金
    4,719万円
国庫補助金など
   2,096万円

56,001

23,741

5,790,979

15,866

5,537,431

208.0

平成28年度実績

△33

224

22,450

61

15,027

0.5

前年度比

給水人口（人） 

給水世帯数（戸） 

年間配水量（㎥）

1日平均配水量（㎥）

年間有収水量（㎥）

１人１日平均使用水量（ℓ）

※消費税及び地方消費税込み

多賀城市水道事業から給水を受けている人口

多賀城市水道事業から給水を受けている世帯

１年間に配水池から供給された水量

１日あたりの平均配水量

年間配水量のうち、水道料金徴収の対象となった水量

１人あたりが１日に使う平均使用水量（生活用）
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工務課上水道施設係　内線781 ～ 784

多賀城市水道施設整備計画を策定しました
計画の目的

※　詳細は市ホームページでご覧いただけます。

　今後の水需要の減少や浄水場、配水池などの施設の大規模更新、法定耐用年数を経過していく管路の更新に備え
た計画的な事業運営の必要性があることから、「選択と集中」「長寿命化」「平準化」の３つの観点（アセットマネ
ジメントの観点）※1に立脚した中長期的な整備計画を策定しました。

施設整備の方針

（１） 施設
　　浄水場・配水池などの施設は耐震診断を行っており、その
状況から計画期間内に大規模更新が必要となるものはありま
せんが、修繕など適切な維持管理に努めます。
（２） 設備
　　電気・機械設備は、水道施設機能診断※２の結果と修繕など
の保全実績から、すでに製造が中止され、代替品の確保が困
難なものを優先して更新します。

（３） 管路
①　更新基準の設定と更新時期の平準化
　　管路の管体腐食度調査（写真１参照）を実施した結果、法定耐用年数（40年）を見直しして、新たに管
路の更新基準を設定しました（表１参照）。
　　また、管路の更新時期が集中しないよう、管路の更新時期を平準化しました。

②　更新優先順位の決定と重要管路の設定
　　管路の流量及び経過年数などから管路の整備重要度と危険度を算定し、更新
箇所の選択と平準化を図るため、管路更新優先順位を新たに設定しました。
　　また、災害時に安定的な水の供給が必要な避難所や病院等の重要給水施設ま
での管路などを「重要管路」として設定しました。
③　管路口径適正化の検討
　　管路は、水運用や水需要によって必要な口径が異なります。水需要の減少傾
向が予想されることから、管網計画を実施し、管路更新計画にあっては、ダウ
ンサイジング※３の検討を行いました。

計画期 間

　平成30年度から平成39年度までの10年間としています。

　施設を適切に維持・保全できなければ、安全・安心な水を皆様にお届けすることはできません。今後も限り
ある財源の中、施設の更新・保全工事を計画的に進めながらコスト縮減を実行し、効率的かつ効果的な手法で
施設整備を行い、持続可能な水道事業の運営に努めてまいります。

※１ アセットマネジメント：施設・設備・管路等の資産の生涯寿命を客観的に把握し長寿命化を見据えたうえで、コスト面の制約も考慮し、
　　　　　　　　　　　　　 効率的かつ効果的に資産を管理運営する資産保全活動のこと。

※３　ダウンサイジング：コストの削減や効率化を目的として、モノのサイズを小さくすることを指し、水道事業においては、水需要の減少
　　　　　　　　　　　　傾向などを踏まえ、施設や管路の規模を縮小化（ダウンサイズ）・最適化することで、更新費用の圧縮を図ること。

※２ 水道施設機能診断：水道施設に係る電気・機械設備について、各設備の
　　　　　　　　　　　 耐用年数及び更新時期を判定する診断のこと。

（既存の水道管の腐食度合や配管まわりの土を採取して、
　管の寿命を調査します。）

写真１：管体腐食度調査

水道管表面の腐食状況調査
(欠損部の深さ等を調べます) ボルトナットの腐食状況

区分

ダクタイル鋳鉄管（ポリエチレンスリーブ（写真２参照）有）
1999年（Ｈ11）以降布設の耐震管

更新基準

40年→80年
（旧）　（新）

ダクタイル鋳鉄管（ポリエチレンスリーブ有）
1980年（Ｓ55）から1998年（Ｈ10）までの間に布設の非耐震管

40年→60年
（旧）　（新）

ダクタイル鋳鉄管（ポリエチレンスリーブ無）
1979年（Ｓ54）以前に布設の非耐震管 40年

鋼管、塩化ビニール管、ポリエチレン管 40年

写真２：ポリエチレンスリーブ
（管の防食を目的とした、筒型
のポリエチレン製の被覆材）

表1：多賀城市の更新基準
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管理課業務係　内線772、773

　上水道部では、生活に欠かせない水道について市民の皆様により身近に感じてもらうため、広報・広
聴活動を行っています。
　また、安全・安心な水道を守るため、定期的に水質検査を実施しているほか、水源の清掃活動や災害
発生時等を想定した訓練にも参加しています。
　ここでは、平成30年度の上水道部の取り組みをご紹介します。

　上水道部では今後も水道に関する様々なイベントを開催する予定です。
上水道部広報紙「たがじょうの水道」や市ホームページ等でお知らせし
ます。ぜひご参加ください！

上 水 道 部 の 取 り 組 み 紹 介

　
平
成
30
年
６
月
23
日
（土）
、
24
日
（日）
の
２

日
間
、
第
30
回
多
賀
城
跡
あ
や
め
ま
つ
り

に
出
展
し
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
水
道
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
飲

み
比
べ
る
利
き
水
体
験
で
は
、
暑
い
中
冷

や
し
た
水
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
ど
ち
ら
の
水
も
お
い
し
い
と
感
じ
た

人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
給
水

車
か
ら
給
水
袋
に
水
を
入
れ
る
給
水
体
験

（
写
真
）
で
は
、
給
水
袋
の
使
い
方
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
23
日
は
宮
城
県
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道

事
務
所
、
24
日
は
多
賀
城
市
管
工
事
業
協

同
組
合
、
株
式
会
社
宅
配
、
株
式
会
社
日

立
製
作
所
東
北
支
社
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
30
回
多
賀
城
跡

　あ
や
め
ま
つ
り
出
展

　
平
成
30
年
８
月
１
日
（水）
、「
わ
た
し
の
ま

ち
の
水
道
施
設
見
学
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
末
の
松
山
浄
水
場
を
は
じ
め
、
多
賀
城

の
水
道
を
支
え
る
施
設
を
半
日
か
け
て
バ

ス
に
乗
っ
て
巡
り
ま
し
た
（
写
真
）。

　
上
水
道
部
で
は
、
毎
年
市
内
の
小
学
４

年
生
を
対
象
に
、
末
の
松
山
浄
水
場
の
見

学
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
全
て
の
市
民
の

方
を
対
象
と
し
た
見
学
会
は
今
回
が
初
め

て
の
試
み
で
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
は
入
れ
な
い
場

所
を
見
学
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
多
賀

城
の
水
道
の
歴
史
が
分
か
り
、
施
設
ご
と

の
役
割
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
こ
れ

か
ら
も
安
心
し
て
水
道
水
を
飲
み
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

わ
た
し
の
ま
ち
の

　
　水
道
施
設
見
学
会

　
第
60
回
水
道
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
平
成

30
年
６
月
１
日
〜
７
日
の
土
、
日
曜
日
を

除
く
５
日
間
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
多
賀
城
の
水
道
水
の
約
70
％

を
供
給
し
て
い
る
七
ヶ
宿
町
の
七
ヶ
宿
ダ

ム
か
ら
、
白
石
市
の
南
部
山
浄
水
場
を
経

て
多
賀
城
に
来
る
ま
で
の
水
の
流
れ
を
、

南
部
山
浄
水
場
等
を
管
理
し
て
い
る
宮
城

県
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
事
務
所
と
共
同

で
、
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
で
も
順
次
導
入
を
進
め
て

い
る
地
震
に
強
い
「
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
」

の
仕
組
み
を
、
職
員
が
模
型
を
使
っ
て
説

明
し
ま
し
た
（
写
真
）。

水
道
に
関
す
る

　
　
　
　パ
ネ
ル
展
示
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ご家庭でも災害時への備えを ～飲料水を備蓄しましょう～

ダム湖周辺で
清掃活動を
しました

受付で応急給水場所の指示を受け、
ルート等の確認を行いました

　人間が生命を維持するために必要な飲料水の量は、成人で１日に３リットルとされています。
また、大規模災害が起きた際、災害援助品が到着するまで平均して約３日かかると言われています。
　上水道部では、水道管の耐震化や応急給水体制の充実に努めていますが、
大規模災害等で断水が発生した場合、復旧までに時間を要する場合もあります。
　そのため、各ご家庭でも災害時に備え、飲料水の備蓄をお願いいたします。

　
上
水
道
部
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
『
安

全
・
安
心
な
水
道
水
』
を
ご
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
水
道
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
水
質
基
準
に
よ
り
定
期
的
に
水
道
水

の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
毎
日
実
施
し
て
い
る
検
査

　
市
内
15
ヶ
所
の
給
水
栓
（
蛇
口
）
か
ら

採
水
し
て
、
色
、
濁
り
、
残
留
塩
素
を
毎

日
検
査
し
て
い
ま
す
。

●
毎
月
実
施
し
て
い
る
検
査

　
市
内
16
ヶ
所
の
給
水
栓
（
蛇
口
）
等
か

ら
採
水
し
て
、
水
質
管
理
に
必
要
な
項
目

「
一
般
細
菌
」・「
大
腸
菌
」・「
塩
化
物
イ

オ
ン
」・「
有
機
物
」・「
ｐH
値
」・「
味
」・「
臭

気
」・「
色
度
」・「
濁
度
」
等
の
９
項
目
以

上
を
毎
月
検
査
し
て
い
ま
す
。

●
全
項
目
検
査

　
市
内
外
6
ヶ
所
の
給
水
栓
（
蛇
口
）
か

ら
採
水
し
て
、
水
道
法
に
定
め
ら
れ
た

水
質
基
準
51
項
目
を
３
ヶ
月
毎
に
検
査
し

て
い
ま
す
。

　
水
質
検
査
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
水
道
水
を

お
届
け
す
る
た
め
に
検
査

を
し
て
い
ま
す

　
平
成
30
年
７
月
27
日
（金）
、
石
巻
市
で
行

わ
れ
た
「
日
本
水
道
協
会
東
北
地
方
支
部

平
成
30
年
度
合
同
訓
練
」の
応
急
給
水
訓

練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
災
害
等
に
よ
り
断
水
が

発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
被
災
団
体
へ

の
参
集
か
ら
給
水
場
所
へ
の
移
動
、
給
水

実
施
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
、
実
際
の
状

況
に
近
い
形
で
体
感
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
災
害
対
応
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
南
東
北

地
区
の
各
事
業
体
が
石
巻
市
に
集
ま
り
、

合
同
で
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

　
上
水
道
部
で
は
、
今
後
も
定
期
的
に
訓

練
を
行
い
、
災
害
等
へ
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

飲料水は、各家庭で「１人１日３リットル、最低３日分以上」の備蓄を！

　
平
成
30
年
７
月
５
日
（木）
、
七
ヶ
宿
ダ
ム

で
行
わ
れ
た
「
七
ヶ
宿
ダ
ム
湖
畔
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
に
、
上
水
道
部
職
員
４
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
七
ヶ
宿
ダ
ム
は
、
多
賀
城
市
を
含
む
仙

南
・
仙
塩
地
域
17
市
町
の
水
源
で
す
。
将

来
に
わ
た
り
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
水

を
供
給
す
る
た
め
に
、
毎
年
県
内
の
水
道

事
業
体
の
職
員
等
が
集
ま
っ
て
清
掃
活
動

を
行
い
、
ダ
ム
の
水
質
保
全
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

水
源
を
キ
レ
イ
に
！

災
害
時
に
備
え
て

〜
七
ヶ
宿
ダ
ム
湖
畔
ク
リ
ー
ン

　
　作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
〜

〜
他
事
業
体
と
の
合
同
訓
練
に

　
　
　
　
　参
加
し
ま
し
た
〜

管
理
課
総
務
企
画
係

　内
線
762
〜
765

管
理
課
総
務
企
画
係

　内
線
762
〜
765

管理課総務企画係　内線762～765

工
務
課
上
水
道
施
設
係

　内
線
781
〜
784
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①水抜きハンドル
を、“水抜”方向
（右回り　）に
止まるまで回し
ます。

①電源スイッチをONにしてください。
②通水ランプ（緑）が点灯している時は、水を出しな
がら操作ボタンを押して、水抜きランプ（赤）の点
灯を確認してください。
　（空気の導入の為、蛇口は開けたままにしておきま
す。水は止まります。）
③水を出したい時は、全ての蛇口を閉めた後操作ス
イッチを押して、通水ランプ（緑）の点灯を確認し
てください。

②室内のすべての
蛇口を開けてく
ださい。立ち上
がり管内に空気
が入り、蛇口を
開けても水が出
ない状態になり
ます。

③水抜きが終わっ
たら、蛇口を閉
めてください。

①室内のすべての
蛇口が閉まって
いるか、確認く
ださい。

②水抜きハンドル
を“通水”方向
（左回り　）に
止まるまで回し
ます。通水状態
になります。

③蛇口を開けて、
水をお使いくだ
さい。

水道管の凍結に注意しましょう！

　引越しに伴う水道の使用開始、中止の手続きは多賀城市水道お客さまセンターの窓口、電話、FAX、また
は電子申請で承ります。なお、手続きはご希望日の３日前までに行ってくださるよう、お願いいたします。

※電子申請の詳細については市ホームページでご確認ください。
※塩竈市給水区域（笠神・下馬・丸山の一部）や集合住宅にお住まいのお客さまの中には、通常と手続き方法が異なる場合があります。　
　ご不明な点などがございましたら、上記までお問い合わせください。

引越しをされるお客さまへ引越しをされるお客さまへ

多賀城市水道お客さまセンター　

TEL ０２２－３６８－３１１１　
FAX ０２２－３６８－３１１４　

窓口所在地
〒985-0873 多賀城市中央２丁目25番７号

受付時間　月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）午前８時30分から午後５時15分まで

一般的な水抜栓の使い方

この印刷物は再生紙を
使用しております。

•水道管は気温がマイナス４度以下になると凍結することがあります。
•寒さの厳しい日は、水抜栓を操作し、水道管の中の水を抜くことで、凍結を
　防ぐことができます。

■手動式の場合
凍結を防止するとき（水抜き操作）

水を使うとき（通水操作）

•水抜きをする時期冬期間（12月～翌年3月頃）

水道の凍結の心配はありませんので、通水ランプ（緑）
の点灯を確認の上、電源スイッチをOFFにしてくだ
さい。（電源をOFFにしても水が止まる心配はありま
せん。）

•水抜きをしない時期春・夏・秋期間（4月～11月頃）

水抜栓1本操作用

※文字、デザイン、色などは、製品によって異なる
　場合があります。

❶ ❷ ❸

❶ ❷ ❸

不凍水抜栓

不凍水抜栓

水抜き
（右回り）

通水
（左回り）

～凍結の心配がある時には以下の手順で操作してください～

■電動式の場合

電源スイッチ

通水ランプ（緑）
水抜ランプ（赤）
水抜栓を動かしている時に
点滅し、動かし終わると点
灯します。

操作ボタン
それぞれのボタンを押すご
とに水抜栓が通水と水抜き
を繰り返します。

工務課給水係 内線770、786

水抜栓操作盤

電源

凍結を防止するとき（水抜操作）
ON

OFF

通水

水抜

押

水を出すとき（水抜操作）

スイッチを押し水抜ランプ（赤）を
点灯させます。通気の為、蛇口を開
けます。

蛇口を閉めます。
スイッチを押し通水ランプ（緑）を
点灯させます。
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